
秦野市が秦野市として存続している

秦野と言えば〇〇というランドマーク/名物がある 空いている広い土地を脱炭素のために有効活用

再エネを増やす

自然環境の豊かさを残す・増やす ごみを燃やした熱で発電＆暖房

圧倒的なグリーンシティ 小水力発電

自然はそのままで環境負荷が減っている 再エネ施設を増やす

自然の命が大切にされる秦野

山が管理されている

環境保護（森保全、動物保護）

植林促進・森林保全

緑がいっぱいで日陰が涼しい

自宅にも緑が普通に当たり前にある

自然とともに暮らす

気軽に自然に触れられる

県内で一番空気がおいしい 緑化

都心から近いちょっと田舎 木陰を増やす

景観が素敵な秦野

水がきれい・おいしい 井戸水の有効活用

日本一の名水を取り戻す 屋内プールの解放

2050年もホタルが舞う街 ミストの出る道路

水源が守られる 南地区（湧水群）→もっと新しい人に知ってほしい

タクシーを呼ぶときにEVが選べて、割引がある

交通の便がもっと便利に 電気自動車や水素自動車等のエコカーの普及

路線バスが増える 充電スタンドを増やす。

クルマがなくても生活しやすい 水素ステーションを増やす

買い物弱者が無いよう交通面の改善

高齢者の行動範囲が保てる

電車やバスがなくても安心して出かけられる EVバスやEVタクシーなどの導入

コミュニティタクシーなどがある シェアカーやコミュニティバスが増える

車の渋滞が発生しないまち 公共交通の利便性を確保したい

Luupなど都会で見られる交通トラブルがない コミュニティタクシー

歩道の充実

徒歩移動を増やす

東京からの近い立地の良さを生かす 電動自転車や電動キックボードのシェアリングサービス

他市から移住したいと思われる 自家用車の使用を減らす

企業誘致(特にIT技術系)等で人が増える状態

市内で勤められる仕事が多くなっている

大企業の参入

断熱性能の高い家を標準にする

子どもが元気に安心して過ごせる環境 遮熱シートを家の屋根や壁に貼る

子どもが夏でも外遊びできる

安心して子どもを増やせる街

子どもがまた住みたくなるまち

公園や児童館など遊べるところがたくさんある 太陽光発電を増やす

公園や学校が残る（多い）街 断熱改修や太陽光導入に対する補助金情報を周知する

交流の場が沢山ある

高齢者が孤独にならない 薄着をする／上着を着る

交通の便が整っている エアコン控えめにする

老人パワーが生かされる社会の実現 扇風機を利用

効率の良いエアコン・設備に補助金や助成金を増やす

パソコンのこまめな電源オフやスリープモード活用

商店街の復活・商工会を盛り上げる 節電

お祭り・イベントが盛ん 会社内・家庭内で省エネ目標値を決め実行する

住民主体のイベントや活動で新しい人たちを巻き込む 皆で節電の意識を持つ取り組みを行う

地域の人たちが互いを知っていて、みんな仲がよい

みんなで子育てする街に！

市民同士がコミュニティを持つ（活動） 電力を再エネに切り替える

老人のみまもり

元気な子供たちがいる

ゆったり暮らせる街

神社を含む歴史や文化が大切にされ継続している

増加する外国人との共生 地産地消をすすめる

野菜を作る（土に生ごみを入れる）

農家と市の提携

公園が維持管理・活性化

スポーツができる場所がある

娯楽施設がある（しかし景観を損なわない） CO２排出のない焼却方法（手法）の改善

空き家の有効活用・保全 必要無い物を極力買わない（ゴミを減らす）

地域の小中高学校の催しを市民と共に企画開催する スーパーは包装の仕方を考えてほしい

駅周辺の発展（駅ビル・飲食店など） ゴミを減らす具体的な行動の共有

再開発でもっと暮らしやすく(大型ショッピングモール等） 気候変動対策に協力している事業者からものを買う

喫煙に関する取り組み（禁煙エリアの設定・条例の強化） 環境に負荷のかかる、日常のモノをなるべく選ばない

地産地消が増加している
駅で観光客のごみの持ち帰りをお願いする（ゼロカーボン

ボランティア結成）

農業が発展しているまち 気候変動対策に有効な具体的な行動の周知を積極的に行う

地のモノを食せる 学校教育に脱炭素を入れる

市の収入アップ 取組の成果を見える化する

観光資源の活用 皆で共有したり競い合ったりする仕組みを作る

高齢者のいる家庭は水道・下水道を減免して欲しい 洪水になりやすい所の情報収集システム

住民税は安くなって欲しい

市内の工業に再エネを利用する。

企業もCO2排出量を下げるために取組む

災害に強い町になっている
市民が環境に負荷のかかる、日常のモノをなるべく選ばな

くてよいよう企業活動を展開する

防災教育が強化されている SAFのコストを下げる方法を考える

2050年ありたい未来の秦野の姿の分類 脱炭素行動の分類

地域資源を

生かした

脱炭素

地域資源を生か

して再エネを

増やす

森林保全・

吸収源の保全

街なかの

暑さ対策

水資源の

有効利用

移動・交通

での脱炭素

自動車の

脱炭素化

自転車・徒歩

を進める

公共交通

の充実

住宅や暮らし方

の脱炭素化

住まいの断熱性

能を高める

太陽光発電を

設置する

省エネを進

める

電力を再エネに

切り替える

食と消費を

脱炭素に

食を脱炭素

に

消費を脱炭素

に

その他

啓発と行動

促進

企業の取り組

み促進

豊かな自然と

共生し続ける

まち

豊かな自然と

人緑の中で暮

らせるまち

名水ととも

に暮らせる

まち

移動や交通の

ニーズが満たさ

れるまち

多様な世代・人

が生き生きと交

流し栄えるまち

子育てしや

すいまち

若い世代が

集まるまち

お年寄りに

やさしい

まち

隣人/地域のつ

ながりが充実

したまち

災害に強い

まち

地域経済の

活性化

人口維持

施設や建物の

管理・保全

自然環境が保

全されている


